
はじめに
クロガケジグモ Badumna insignis（L. Koch，

１８７２）（クモ目ウシオグモ科）（図１）はオーストラ

リア，ニューギニア，ニュージーランドを原産地

（Gray，１９８３； Forster and Forster，１９９９； Raven

et al.，２００２；Hawkeswood，２００３）とする外来性の

クモで，日本では大阪府で１９６３年に確認されて以

来（八木沼，１９７４，１９８１），しだいに分布を拡大

し，現在は静岡県以西の西日本の１０県で記録され

るにいたっている（新海ほか，２００８；新海・谷川，

２００８；野嶋，２００８）．

山陰地方では鳥取県の鳥取市の一部と倉吉市か

ら琴浦町にかけての地域で定着していることが最

近確認されたが（鶴崎，２００７；亀田ほか，２００９），

鳥取県西部や島根県では記録がなかった．２００９年

１１月中旬，出張で松江市田和山町に立ち寄った際，

道路沿いのパイプ製歩道用防護柵に本種の網を多

数確認したので，その周辺の同様の道路沿い防護

柵や橋の欄干をおおまかに探索し，本種の生息範

囲を調べた．その結果を報告する．

方 法
最初に見つかった松江市田和山町の「スーパー

ホームセンターいない松江田和山店」前（図２）か

ら適当な距離をあけて車で移動し，橋の欄干やガー

ドレール，金製パイプ製のフェンスなど本種が好

んで造網する工作物があり，かつ，一時的にも駐

車スペースが確保できた場所について，本種の網

の有無を調べた．「ぼろ網」と呼ばれることもある

本種の網（図３）は，欄干の隙間（支柱やレールが
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図１ クロガケジグモの成体（左）と今回採集の幼体
（右）（いずれも雌で，それぞれ鳥取県倉吉市竹田橋２８
Oct.２００８，松江市田和山町１３Nov.２００９採集）．体長は
左の成体で約１３mm，全身ほとんど真っ黒のクモである．

図３ クロガケジグモの典型的な網（鳥取県倉吉市小鴨
橋２８Oct.２００８）．

図５ 松江市におけるクロガケジグモの調査地点．
●は網を確認．○は本種の生息地として適当そうな欄干やガードフェンスを調べたが，網を確認できなかった地点．
国土地理院発行５万分の１地形図「松江」［２００４年８月発行，２００３年（平成１５年）修正版］を使用．

図２ クロガゲジグモの生息確認地点．最初に生息を確認
した地点である松江市田和山町のホームセンター横．手
前の歩道と田んぼの間の防護柵に多数の営巣が見られた
（１２Nov.２００９）．

図４ クロガケジグモの網（今回確認のもの）．松江市田
和山町のホームセンター横（１２Nov.２００９）．前日までの
天候不順で傷んでいた．
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パイプであればその中）につくられる待避所（リ

トリート）から支柱と直交するレールとでつくら

れる空間に三角状に作られるが，その白くて太い

糸（篩板から出る篩板糸でつくられる）は目立つ

ので，本種が生息しているかどうかの確認は容易

である（他の科のクモの網とも容易に区別でき

る）．調査した１１月１２／１３日の直前数日は低温，

強風の雨天であったためか，網はかなり傷んでい

たが（図４），それでも本種の網と十分認知できる

程度の原形をとどめていた．網を確認できた場合

には，個体数の把握のため欄干，ガードレール，

フェンスに沿う１０m長について，網の数を記録し

た．網は支柱とレールの直交連結部に作られるの

で，単位長あたりの個体数は，そのような連結部

がどのくらいあるかに左右される．よって，各地

点の個体数の見積もりとしては不完全な指標であ

るが，これが１，２ではなく，５以上であるような場

合はそこで１回すでに繁殖している（つまり最初

の定着からおそらく最低１年ほどは経過している）

と推定できる．

結 果
全部で１７カ所を探索し，うち３地点で本種の生

息を確認しえた．生息確認地点と結果を以下に，

地点名（いずれも松江市），探索した生息場所のタ

イプ（GF＝ガードフェンス； BG＝橋の欄干）；

日付（mm/dd，すべて２００９年）；発見された場合

には網数，の順で示す：

１）田和山町，スーパーホームセンターいない田

和山店 GF（１１／１２）８網（１１／１３に３幼体採集）．

２）田和山町，福富橋 GF（１１／１２）６網．

３）嫁島町，嫁島東夕日公園パーキング GF（１１／

１２）６網．

また，探索したが生息を確認できなかった場所

は次の１３カ所である；４）千鳥町，千鳥南公園 BR

（１１／１２）；５）学園南，くにびき大橋 BR（１１／１３）；

６）学園南，新上追子橋 BR（１１／１２）；７）学園南，

北公園橋 GF（１１／１２）；８）学園南，芳島橋 BR（１１

／１３）；９）西川津町，百足橋 BR（１１／１３）；１０）西

川津町，楽山橋 BR（１１／１３）；１１）大庭町，湖南診

療所長命園パーキング GF（１１／１３）；１２）乃白町，

勝負橋 BR（１１／１３）；１３）田和山町，今井書店前公

園山陰道沿い側道 GF（１１／１３）；１４）玉湯町湯町，

玉湯大橋 BR（１１／１３）；１５）玉湯町湯町，畦無橋BR

（１１／１３）；１６）玉湯町根尾，まがたまの里伝承館の

西側湖岸 GF（１１／１３）；１７）玉湯町本郷，宍道湖ふ

れあいパーク GF（１１／１３）．

以上の調査結果を地図上に図５にまとめた（図

示の範囲からはずれる玉湯町本郷宍道湖ふれあい

パークの１地点は未記入）．

なお，本種は網にかかった餌動物を捕獲すると

き以外はパイプの内部（または隙間）に隠れてお

り，外からはクモ本体を確認できない．同定確認

のため，田和山町のホームセンター横の歩道用防

護柵では最初に見つけて個体数を調査した日の翌

日（１１月１３日）に，近くの地面の石下から捕獲し

たワラジムシを網上におとし，クモの誘引を試み

た．いずれの網もかなり破損していたが，当日は

曇天ながらほぼ平年なみの気温だったためか，ク

モは比較的敏感に反応し，３個体（亜成体あるいは

亜成体に近い幼体）を８０％エタノール液浸標本と

して採集・保管した（図１右）．

考 察
本種の生息確認地点は宍道湖東南側の狭い範囲

（約１×２km）に限定されているようであり（図５），

松江市内では本種の定着後それほど時間が経過し

ていないことが示唆された．ただし，３カ所の確認

地点では個体数は多く，定着から少なくとも１年

以上経過していると思われる．

中国地方では，本種はこれまで鳥取県の中部と

東部（鶴崎，２００７；亀田ほか，２００９），広島県大崎

上島（徳本，１９９５），岡山県倉敷市（野嶋，２００８）

で確認されているが，これらの既生息確認地点は

互いに連続していない．鳥取県西部の米子市内か

ら江府町までの地域については，主要国道沿いの

欄干やガードフェンスを中心に２００９年５月に探索

しているが，生息を確認しえていない（亀田ほ

か，２００９）．したがって，松江市内の今回の生息確

認地点も周囲からかなり孤立した集団だと考えら

れる．本種は，パイプ製のガードフェンスや欄干，

あるいは住居の窓枠，軒下など，人工の建造物の

隙間に生息し，自転車や乗用車などの車輌の荷台

の隙間などに営巣することも珍しくない．したがっ
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て，松江市の集団も運送車両やそれが運ぶ建材や

荷物の隙間に営巣した個体が運ばれることで新規

に分布を拡大した可能性が高い．本種の分布拡大

が既生息地からの自力分散によるのでないとすれ

ば，松江市以外の島根県の他の市町村でもすでに

本種が定着している地域があるかもしれない．早

急の調査が望まれる．

今回の調査中，クロガケジグモを確認できなかっ

た市内の橋の欄干ではズグロオニグモ Yaginumia

sia（Strand，１９０６）（コガネグモ科）やヒナハグモ

Dictyna foliicola Bösenberg & Strand１９０６（ハグモ

科）の営巣が比較的ふつうに見られた．欄干やガー

ドフェンスでクロガケジグモが好んで営巣する場

所は支柱とレールの連結部の隙間と直交部にでき

る空間であり，ズグロオニグモやイエオニグモ

Neoscona nautica（L. Koch，１８７５），アシナガグモ

類（アシナガグモ科）などの同様の環境によく円

網をはるクモとは生息場所をめぐってそれほど競

合しないように見える．しかし，欄干やフェンス

の支柱とレール（またはパイプ）の連結部の隙間

は，越冬場所として他のクモも利用する空間なの

で，かなり大きな幼体としてそこで越冬するクロ

ガケジグモにそのような場所を占拠されると，在

来の円網形成種のクモの生息にも影響を及ぼす可

能性は高い．実際，鳥取県ではクロガケジグモが

営巣するガードフェンスでは在来のクモの生息個

体数が少ない傾向がみられる．今後，そのような

場所に営巣するクモ相に本種の分布拡大がどのよ

うな影響を及ぼすかについても注意する必要がある．
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